また 払って くれた 人 もない。 

、 約束 は 必ず 守りたい。 人間が 約束 を 守らなくなる 

と 社会生活 は 出来なくなる からだ。 従って、 私 は 人 

との 約束 は 不可抗力の 場合 以外 破った ことがない。 

ただ、 時々 破る 約束が ある。 それ は 原稿 執筆の 約束 

だ。 これ だけ は、 どうも 守り 切れない。 

、 貴君の こと を 誰が、 こうこう 言った といって 告げ 

口す る 場合、 私 は 大抵 聞き流す。 人 は、 陰で は 誰の 

悪口で も 言う し、 悪口 を 言いながら、 心で は 尊敬し 

て い る 場合 も あり、 その 人の 言 つ た 悪 口 だ けが - J ち 

らへ IM えられて それと 同時に 言 つ た 賞 め 一一 一一 n 葉の 伝え 



られ ない 場合 だって、 非常に 多い の だから。 

、 私 は 遠慮 はしない。 自分自身の 価値 は 相当に 主張 

し、 また それに 対する 他人からの 待遇 を も 要求す る _ 

私 は 誰と 自動車に 乗っても、 クッションが 開いて い 

るのに、 補助 座席の 方へ は 腰 を かけない。 

、 自分の 悪評、 悪い 噂な ど を 親切に 伝えて 呉れる の 

も 閉口 だ。 自分が、 それ を 知った ため、 応急手当の 

出来る 場合 は ともかく、 それ 以外 は 知らぬ が 仏で い 

たい。 

、 私 は 往来で 帯が とけて 歩いて いる 場合な どよ く あ 

る。 そんなと き 注意 をして くれる と、 いつも ィャな 
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